
　　　　健康診断の性格検査で嫌み値が上昇、嫌われ度最高頂の仲間がイヤビツ峠に集合

〈コース〉　　ヤビツ峠→二の塔→三ノ塔→塔ノ岳→丹沢山往復→鍋割山→二俣→大倉バス停

平成30年10月20日～21日

丹沢一泊2日の鍋割（焼うどん）山



　　　　　　秦野駅20時24分発バスの長蛇の列、6台が増発  当然です『ですよねぇ～』

　二の塔、三の塔、塔ノ岳の丹沢表尾根、難所コース　　　

一世を風靡したブルーシートは今、一丁平の面影なく静かに最期を務めてます

最初の休憩所、ここからアップダウンの繰り返し目指すは二の塔、三ﾉ塔、塔ノ岳



　このおにぎり『私の顔より大きい』　そんなおにぎりおるわけないやろ、おにぎりに失礼やないの

　　　これぞ丹沢、塔の岳までの山系、六本木ヒルズと違うアップダウンヒルズ

人生何度も踏み外しているので、木段は踏み外せない　口は滑っても手を滑らせてはいけない



　　　　　　　　　塔の岳山頂1491ｍ気温20℃

　　　　塔ノ岳→丹沢山→蛭ケ岳→焼山は丹沢主脈　１５時頃からポツリポツリとガスってきた

　宿泊のみやま山荘、天井の高い山小舎に泊まりたかった



　　　　　　家も山小屋も天井の高いのがいい、上段１０床を我々で独占（他客のキャンセル）
床

　　　　逆光照明で眩しい、頭オデコが眩しい、人間として眩しい（右端）

歌：近江敏郎　作詞作曲：米山正夫『山小舎の灯』　♪山小舎の灯は今宵も点りて



　　　　　　昨夕からの雨も上がって今朝はなべ焼き晴れのいい天気

　　丹沢山頂上1567m 　　この日の夕はダイヤモンド富士

　そのダイヤモンド富士（姉山紀信撮影同日実写）  　タイヤのような顔で富士を 隠すタイヤモンド富士



　　　鍋割山頂1272ｍ ４０ｋｇ毎日2回年600回の鍋割歩荷

　　　　　鍋焼山荘

ベンチテーブルがなく斜面で鍋焼きスタイルで召し上がります

　　鍋割山が鍋焼山になる日も、もう遠くはありません



　　　　二俣からは四十八瀬川の流れに沿って丹沢沢下り、これをTSKフォーティエイトと言う

大倉のバス停に向かって西山林道をただひたすら行く

　　　　　　　　　大倉駅前　居酒屋：目利きの銀次で打ち上げ


